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熊
川

宿
は

若
狭

の
中

で
も

雪
の

多
い

所

で
、
一
．
五
ｍ
も
積
る
事
が
あ
る
そ
う
で
す

。
そ
の
為
屋
根
に
は
持
ち
手
の
よ
う
に
見
え

る
雪
止
瓦
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
人
は
高

齢
者
が
多
く
、
雪
下
ろ
し
が
自
分
で
は
出
来

な
い
の
で
、
一
時
間
二
千
円
で
頼
む
そ
う
で

す
。
道
路
に
は
、
川
の
水
を
噴
出
さ
せ
て
雪

を
溶
か
す
装
置
が
あ
る
の
で
す
が
、
水
が
冷

た
い
の
と
雪
の
量
が
多
い
の
で
、
水
の
出
る

と
こ
ろ
に
穴
が
開
く
だ
け
、
と
の
事
で
し
た
。
 

京
都

や
大

阪
に

行
っ

た
き

り
の

空
き

家

も
多
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
仏
壇
が
あ
る
の

で
、
盆
と
正
月
だ
け
帰
宅
す
る
と
い
う
、
別

荘
状

態
に

な
っ

て
い

る
家

も
多

い
と

言
い

ま
す
。
 

復
元
さ
れ
た
熊
川
番
所
や
旧
家
・
神
社
の

い
わ
れ
等
を
聞
き
な
が
ら
進
み
ま
し
た
。
改

修
中

の
民

家
や

蔵
は

ジ
ャ

ッ
キ

ア
ッ

プ
を

し
て
い
ま
す
。
土
台
の
か
さ
上
げ
を
し
て
改

修
す
る
そ
う
で
す
。
 

町
の
途
中
に
、
街
道
と
並
行
し
て
流
れ
る

北
川
に
橋
が
あ
り
、
そ
の
橋
を
渡
っ
た
所
に

小
学
校
と
公
民
館
が
あ
り
ま
す
。
公
民
館
で

は
『
若
狭
熊
川
宿
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会

』
の
会
長
・
副
会
長
と
町
の
担
当
者
が
待
っ

て
い
て
く
だ
さ
り
、
地
域
の
現
状
を
話
し
て

く
だ

さ
い

ま
し

た
。
「

今
は

小
学

校
の

全
校

生
徒
は
一
七
名
し
か
い
な
い
が
、
住
民
の
避

難
場
所
な
の
で
耐
震
工
事
を
し
て
い
る
。
空

き
家

対
策

の
お

か
げ

で
若

い
住

民
が

増
え

数
年
後
に
は
三
十
三
名
に
な
る
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
途
絶
え
て
い
た
『
て
っ
せ
ん
踊
り
』

と
い
う
郷
土
芸
能
を
、
京
都
一
乗
寺
の
方
の

指
導
で
復
活
さ
せ
た
事
・
熊
川
の
特
産
品
『

熊
川
葛
』
を
盛
り
立
て
る
活
動
等
に
つ
い
て

も
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

 

そ
の
後
終
点
ま
で
見
学
し
、
先
回
り
で
待

っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
三
人
と
、
ガ
イ
ド
さ

ん
に
見
送
ら
れ
て
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。
 

見
学
を
終
え
、
大
雪
に
悩
ま
さ
れ
る
事
が

な
く
、
大
雨
で
も
土
砂
崩
れ
も
な
い
、
良
い

場
所

に
私

は
住

ん
で

い
る

の
だ

と
つ

く
づ

く
思
い
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
（
北
会
所
町
 
芝
本
 
重
子
）
 

「寺内町月見の夕べ2013」報告 

 今年は、朝からの晴天に恵まれ、「寺内町月見の夕べ 2013」を

予定どおり９月１９日（木）に展望広場にて開催しました。前半

は昨年同様、屋内での「清永とおる」さんによるトーク＆ギター

ライブがあり、皆で懐かしの歌を歌いました。後半になって庭に

出ると、二上山と葛城山との間には大きくまん丸いお月さまが明

るく見えました。用意した月見団子１５０個もほぼ無くなり、盛

況の内に会を終えることができました。 

 皆さん、ご支援・ご協力ありがとうございました。 

                     （企画事業部会） 

 今年の後の雛まつり〈主催：じないまち四季物語実行委員会、共催：(社)富田林

じないまち文化トラスト〉は 10 月 12 日（土）晴天のもと実施されました。 

 当日は、菊の花とお雛様が寺内町内や周辺各所に飾られ、「寺内町・昔

の婚礼」やお茶会等々も開催され、多くの方々で賑わいました。 

 当会は、イベント参加はしておりませんでしたが、今回はじめて、寺内

町のおもてなしの心を発揮しようと、じないまち交流館にてセルフサービ

ス無料でのお茶の接待を「企画事業部会」協力の交流館事業として開催し、

多くの方々に喜んでもらいました。 

 当日の交流館来訪者は、約 500 人で、例年より少し増加したようです。 

 皆さん、ご支援・ご協力ありがとうございました。  （企画事業部会） 

「寺内町四季物語2013秋 第7回後の雛まつり」報告 

「「「「富田林寺内町富田林寺内町富田林寺内町富田林寺内町をまもり・そだてるをまもり・そだてるをまもり・そだてるをまもり・そだてる会会会会」」」」のののの    

新会員新会員新会員新会員をををを募集募集募集募集していますしていますしていますしています！！！！！！！！    
    

この町をさらに守り・育てていくために、    

寺内町の住民の方をお誘いください。 m(_ _)m 

---------------------------------------------------------------- 

     新会員様には、入会時に行灯１基（1,200円相当）と 

 12月に寺内町きり絵カレンダー（1,200円相当）を配布しています。 

      詳しくは、じないまち交流館（0721-26-0110）まで。 

公民館での説明会 

 

  

 

 ま
も

り
・

そ
だ

て
る

ま
も

り
・

そ
だ

て
る

ま
も

り
・

そ
だ

て
る

ま
も

り
・

そ
だ

て
る

会会 会会
    

    
会

員
見

学
会

会
員

見
学

会
会

員
見

学
会

会
員

見
学

会
    〈〈 〈〈

福
井

県
福

井
県

福
井

県
福

井
県

若
狭

熊
川

宿
若

狭
熊

川
宿

若
狭

熊
川

宿
若

狭
熊

川
宿

〉〉 〉〉
 

九
月

二
十

九
日

（
日

）
鯖

街
道

で
有

名

な
、

福
井

県
若

狭
町

の
熊

川
宿

へ
の

見
学

会
に

、
小

学
生

一
名

を
含

め
た

五
十

四
名

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

途
中

十
二

時
前

に
は

、
小

浜
塗

の
箸

専

門
店

に
て

自
分

で
削

っ
た

お
箸

を
お

土
産

に
頂

き
ま

し
た

。
そ

の
後

、
若

狭
フ
ィ

ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ

・
ワ
ー

フ
に

て
お

い
し

い

昼
食

を
食
べ

た
後

、
本

日
の
目
的

地
で

あ

る
熊
川
宿
に
向
け
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
 

車
窓

か
ら

は
、
嵐
山

が
水
害

に
見
舞

わ

れ
た

の
と
同
じ

台
風
１
８
号

の
爪
痕

が
、

あ
ち

こ
ち

に
残

っ
て

い
ま

し
た

。
黄
色

く

実
っ

た
田

ん
ぼ

の
一
部

に
、
泥

水
を
被

っ

て
白

っ
ぽ

く
な

っ
た
田

ん
ぼ

。
橋

す
れ

す

れ
の

所
に
巻

き
つ

い
た

多
く

の
枯
草

や
木

切
れ
等
。
 

さ
て

『
道

の
駅

・
熊

川
宿

』
で
バ
ス

を

降
り

、
ユ
ー
モ

ア
た

っ
ぷ

り
の

地
元

ガ
イ

ド
宮
本
さ
ん
の
案
内
で
歩
き
始
め
ま
し
た
。
 

町
は
電
柱

の
無

い
街

道
沿

い
一
ｋ

ｍ
程

の
間

に
あ

り
ま

す
。
富
田
林

と
同
じ
位

の

道
幅

の
両
側

に
は

、
低

め
の

二
階
建

て
の

家
や

蔵
な
ど

が
並
び

、
ま

る
で

時
代
劇
映

画
の
一
場
面
を
見
る
よ
う
で
す
。
 

道
の
片
側

に
は

『
平
成

の
名

水
百
選

』

に
選
ば

れ
て

い
る
幅

一
ｍ
程

の
前

川
が

流

れ
て

い
ま

す
。

前
川

は
流

れ
が
速

く
、

水

が
き

れ
い

す
ぎ

て
魚

も
住

ま
な

い
と

の
事

で
す

。
家

の
前

か
ら

、
す
ぐ

川
に
降

り
る

こ
と

が
で

き
『

か
わ

と
』

と
呼
ば

れ
る

流

し
場
が
家
ご
と
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

開
け
放

た
れ

た
家

で
は

、
山

で
採

れ
た

椎
茸

や
葛

等
を

、
木

の
台

に
並
べ

た
り

、

竹
籠

に
入

れ
て
売

る
店

も
あ

り
、

街
道
沿

い
の
宿
場
町
と
い
う
風
情
い
っ
ぱ
い
で
す
。
 

＊瓦版は、3月・7 月・11 月の年 3回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

第５６号  発行・編集： 富田林寺内町をまもり・そだてる会／じないまち交流館  富田林市富田林町9-29（じないまち交流館） 平成２５年１１月２７日 （１） 

 ★★★★じないまちじないまちじないまちじないまち交流館交流館交流館交流館のののの職員職員職員職員をををを募集募集募集募集しますしますしますします！！！！        

 現在「じないまち交流館」では６名の職員が交代で勤務しています。この度１２月末をもっ

て退職される方がおられますので、下記の通り女性職員を募集します。希望される方は、履歴

書を添えて応募してください。 

記 

提 出 期 限  平成２５年１２月１１日（水）午後５時まで 

提 出 先  じないまち交流館 

条 件  寺内町地区内に居住する６５歳未満の方（６５歳定年） 

勤 務 開 始 日  平成２６年１月より（詳細は直接採用者に説明） 

問い合わせ先  じないまち交流館  TEL ０７２１－２６－０１１０ 

なお、採用・不採用の結果については、１２月２５日（水）までに担当者より連絡いたします。 

 

 

 

熊川宿の町並み１ 

熊川宿の町並み２ 

 

 今年の寺内町燈路〈主催：じないまち四季物語実行委員会、

共催：当会、観光協会〉は８月３１日（土）に実施されまし

た。当日は、朝から曇がちの天気で、終盤には雨も降りまし

たが、無事開催することができました。寺内町とその周辺に

は約１０００基の行灯が並べられ、ローソクの灯りに美しい

町並みが映し出されました。また同時開催の様々なイベント

も実施され、約３２００人の来場者（じないまち四季物語実

行委員会発表）で賑わいました。 

 皆さん、ご支援・ご協力ありがとうございました。 

                    （企画事業部会） 

「寺内町四季物語2013夏 第10回寺内町燈路」報告 

 



こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 会議名 内     容 場 所 

7 30 企画事業 

部会 

・寺内町燈路について 

・月見の会について 

交流館 

8 5 役員会 ・各部会の報告（特に燈路について） 

・２０周年記念事業について 

交流館 

8 理事会 ・各部会の報告 

 （特に燈路、清掃、月見の会について） 

交流館 

  26 研修部会 ・会員見学会について（工程、役割分担）   

9 3 企画事業 

部会 

・寺内町燈路の総括 

・月見の会・後の雛めぐりについて 

交流館 

6 役員会 ・各部会報告 

 (燈路総括、月見の会・会員見学会） 

・２０周年記念事業について 

交流館 

10 3 役員会 ・各部会の報告（会員見学会、後の雛めぐり） 

・２０周年記念事業について 

・会計報告（会、交流館） 

交流館 

7 研修部会 ・理事研修会について（工程、役割分担） 交流館 

11 

  

4 広報部会 ・瓦版５６号の確認と印刷・配布について 

・瓦版５７号原稿について 

交流館 

7 役員会 ・各部会報告（11/12理事研修予定等） 

・２０周年記念事業準備委員会報告 

交流館 

 

内
は
火
の
用
心
が
良
か
っ
た
が
周
辺
は

火
事
が
多
く
、
Ｓ
１
０
年
５
月
２
３
日
 
１

９
時
２
０
分
の
富
田
林
中
学
校
（
現
府
立
富

田
林
高
校
）
火
災
で
は
、
僅
か
な
が
ら
こ
の

辺
迄
火
の
粉
が
飛
ん
で
き
た
（
岡
田
の
記

憶
）
。
 

和
田
（
富
山
町
理
事
：
事
務
局
注
）
の

家
も
先
代
ま
で
は
伊
勢
大
神
楽
の
定
宿
で
、

最
終
日
は
家
の
前
で
全
曲
目
が
舞
わ
れ
た

が
、
松
田
將
子
さ
ん
は
こ
れ
を
ご
覧
に
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
 

町
内
会
や
消
防
関
係
で
永
年
ご
活
躍
の

武
山
亮
一
さ
ん
（
富
山
町
）
の
お
話
で
は
、

富
田
林
町
に
戦
前
は
だ
ん
じ
り
が
８
台
あ

り
、
秋
祭
り
で
は
競
い
合
っ
て
曳
行
し
て
い

た
が
、
現
在
の
「
ち
び
っ
こ
交
通
公
園
」
の

処
に
登
記
所
（
法
務
局
）
が
建
て
ら
れ
る
時
、

全
部
売
却
寄
付
さ
れ
た
。
戦
後
は
宮
甲
田
、

錦
織
等
か
ら
借
り
て
曳
行
し
た
こ
と
も
あ

る
が
、
そ
れ
も
な
く
な
り
、
今
は
子
供
だ
ん

じ
り
だ
け
と
な
っ
た
。
 

又
、
富
山
町
の
東
端
は
行
き
止
ま
り
で

袋
町
と
呼
ば
れ
て
不
自
由
し
て
い
た
が
、
楠

公
道
路
が
出
来
る
時
、
役
所
に
陳
情
し
て
道

が
出
来
て
便
利
に
な
っ
た
（
以
上
、
武
山
さ

ん
）
。
 

 
嶋
田
實
さ
ん
（
富
山
町
）
に
よ
れ
ば
、
昭

和
３
０
年
頃
ま
で
の
大
掃
除
で
は
、
家
の
前

に
立

て
た

畳
を

は
た

き
で

叩
く

音
が

町
中

に
響
い
て
い
た
。
畳
を
揚
げ
る
と
き
、
畳
の

間
に

十
円

玉
が

挟
ま

っ
て

い
る

こ
と

が
あ

り
、
子
供
た
ち
が
見
つ
け
て
大
喜
び
し
て
い

た
。
ま
た
瓦
版
第
２
０
号
（
Ｈ
１
３
年
９
月

６
日
）
に
あ
る
よ
う
に
、
一
里
山
町
、
富
山

町
に
も
各
種
多
数
の
店
屋
が
軒
を
連
ね
賑
 

 

 
我我 我我

がが がが
町町 町町

のの のの
思思 思思

いい いい
出出 出出

とと とと
昔

話
昔

話
昔

話
昔

話
    

 
 
 
 

一
里

山
町

一
里

山
町

一
里

山
町

一
里

山
町

・・ ・・
富

山
町

富
山

町
富

山
町

富
山

町
    

    
    
後後 後後

のの のの
雛雛 雛雛

ま
つ

り
ま

つ
り

ま
つ

り
ま

つ
り

    

    
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
明

治
時

代
明

治
時

代
明

治
時

代
明

治
時

代
のの のの

婚
礼

婚
礼

婚
礼

婚
礼

イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト

イ
ベ

ン
ト

    

 
十
一
月
十
六
日
～
三
十
日

 

 
古
布
の
文
化
伝
承
会

  
 
古
い
着
物
や
古
布
を

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 使
用
し
た
作
品
展

  

 
十
二
月
一
日
～
二
十
七
日

 

 
金
剛
高
校
美
術
部
 
 
 

 絵
画
・
版
画
作
品

 展
 

一
月
八
日
～
二
十
四
日

 

 
寺
内
町
手
芸
の
会
 
 
 

 編
物
・
ビ
ー
ズ
作
品
展

 

 
一
月
二
十
五
日
～
二
月
十
五
日

 

 
 
 
里
山
田
舎
ご
っ
こ
 
 
 

 寺
内
町
と
フ
ク
ロ
ウ
散
歩

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 の
写
真
・
資
料
展

 

 
二
月
一
日
～
三
月
十
五
日

 

 
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
 
 

 お
雛
さ
ま
展
示

 

 
三
月
十
六
日
～
三
月
三
十
日

 

 
 
 
遊
墨
会
 
 
 
 
 
 
 

 水
墨
画
展

 

 
 

 
恒
例
の
新
春
『
鍋
め
ぐ
り
』

  一
月
十
一
日

( 土
) 開

催
 

 
選

抜
高

校
野

球
や

募
金

活
動

な
ど

で
奉

仕
し

て
い

る
制

服
姿

の
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

を
見

ら
れ

た
こ

と
が

あ
る

か
と

思
い

ま
す

。
ボ

ー
イ

ス
カ

ウ
ト

に
つ

い
て

お
話

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
１

９
０

７
年

（
明

治
４

０
年

）
８

月
、

イ
ギ

リ
ス

陸
軍

の
英

雄
で

あ
っ

た
ベ

ー
デ

ン
・

パ
ウ
エ
ル
卿
（
B
P
卿
）
が
、
２
０

名
の

少
年

達
を

集
め

て
ロ

ン
ド

ン
港

外
の

ブ
ラ

ウ
ン

シ
ー

島
で

実
験

キ
ャ

ン
プ

を
行

っ
た

こ
と

か
ら

ス
カ

ウ
ト

運
動

は
始

ま
り

ま
し

た
。

キ
ャ

ン
プ

は
大

成
功

に
終

わ
り

、
こ

れ
を

組
織

し
た

Ｂ
Ｐ

卿
は

、
彼

の
訓

練
と

訓
育

方
式

が
若

者
に

と
っ

て
魅

力
的

な
も

の
で

あ
り

、
か

つ
有

効
で

あ
る

こ
と

を
確

信
し

、
野

外
生

活
の

方
法

な
ど

を
網

羅
し

た
〝

ス
カ

ウ
テ

ィ
ン

グ
・

フ
ォ

ア
・

ボ
ー

イ
ズ

〞
を

著
し

、
創

刊
し

た
と

こ
ろ

、
ス

カ
ウ

ト
運

動
は

瞬
く

間
に

イ
ギ

リ
ス

全
土

か
ら

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
、

ア
メ

リ
カ

へ
と

ひ
ろ

が
り

、
現

在
、

１
０

６
周

年
を

迎
え

２
１

６
の

国
と

地
域

に
２

６
０

０
万

人
の

ス
カ

ウ
ト

・
指

導
者

が
い

ま
す

。
Ｂ

Ｐ
卿

は
１

９
１

２
年

（
明

治
４

５
年

）
４

月
２

日
に

日
本
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

１
９
１
３
年
（
大
正
２
年
）
東
京
、

静
岡

、
大

阪
、
福

岡
な

ど
で
発
足

し
た

少
年
団

が
、

日
本

で
の

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
運

動
の

始
ま

り
で

す
。
 

 
寺

内
町
燈
路

に
毎

年
参
加

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
、

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
富

田
林
第

１
団

は
、
富

田
林

に
も

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
を

と
い
う
強

い
思

い
と
情
熱

で
、

１
９

６
３

年
（
昭
和

３
８

年
）

１
１

月
に
市

の
社

会
教

育
課

の
協

力
を
得

て
、
初
代

育
成

会
長
白
江
善

三
郎

氏
（
金
剛
自
動
車
）
、
副
会
長
石
田

英
男
氏
（
万
里
春
酒
造
）
、
越
井
睦

次
氏

、
初
代
団
委
員
長
鈴
木
善

雄
師
（
西
方
寺
）
、
第
１
隊
隊
長
入
船

盛
治
氏
（
船
嘉
）
、
第
２
隊
隊
長
森

由
嗣
氏
（
柏
屋
葛
城
堂
）
、
団
委
員

に
阿
部
龍
太
郎
氏
（
公
栄
社
）
、
山

本
倖
弘
氏
（
時
計
店
）
、
中
川
善
夫

氏
（
米
穀
店
）
、
木
村
勝
太
郎
氏
（
整

骨
院
）
、
当
間
元
恒
氏
（
金
剛
自
動

車
）

を
は

じ
め
多

く
の

方
々

の
尽

力
で
、
西
方
寺
を
団
本
部
と
し
て
 

ボ
ー

イ
隊

の
み

で
発
団

し
ま

し
た
。
以
来
本
年
１
１
月
で
発
団
５

０
年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
６
代

目
育
成
会
長
橋
川
光
司
、
５
代
目

団
委
員
長
和
田
孝
雄
の
も
と
、
ビ

ー
バ
ー
隊
（
幼
稚
園
年
長
～
小
学

２
年

）
、

カ
ブ
隊

（
小
学

２
年

～
５
年
）
、
ボ
ー
イ
隊
(
小
学
５
年
～

中
学
３
年
)
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
（
中

学
３

年
～

高
校

３
年

）
、

ロ
ー
バ

ー
隊
（
高
校
３
年
～
２
０
歳
）
以

上
５
隊

８
２

名
の

ス
カ

ウ
ト

が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の
隊

指
導

者
２

５
名
、
団
委
員
１
６
名
、
総
勢
１
２

３
名
が
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動

の
主

た
る
目

的
の

野
外

活
動

を
通

じ
て
青

少
年

の
健

全
な

育
成

を
は

か
る
べ

く
日
々
元
気

に
楽

し
く

ス
カ

ウ
ト

活
動

を
行

っ
て

い
ま
す
。
 

 
な
お
、
活
動
は
西
方
寺
前
（
富

田
林
町
２
─
７
）
の
富
田
林
第
１

団
ス

カ
ウ

ト
ハ

ウ
ス

を
拠
点

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

カ
ウ
ト
の
募
集
（
幼
稚
園
年
長
～

小
学
低
学
年
）
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。
体
験
入
隊
か
ら
始
め
て
み

ま
せ
ん
か
。
 
 

 
活
動
は
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://o
u

td
o
o
r.g

e
o
citie

s
.jp

/to
n

 
▁
k

o
u

h
o
u

/ 
で
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 
 
 
 
 
（
堺
町
 
和
田
 
孝
雄
）
 

広
報

部
会

 

部
会

長
 

副
部

会
長
 

委
員
 

委
員
 

委
員
 

委
員
 

委
員
 

委
員
 

中
井

隆
洋
 

和
田

孝
雄
 

岡
田

昌
治
 

和
田

幸
雄
 

柳
本

恵
三
 

田
中

新
之

助
 

尾
谷

正
隆
 

田
中

 
實
 

(
順
不
同
)
 

富田林寺内町富田林寺内町富田林寺内町富田林寺内町    来訪者来訪者来訪者来訪者    歓迎歓迎歓迎歓迎キャンペーンキャンペーンキャンペーンキャンペーン    

まもり・そだてる会活動報告   

 

 

＊瓦版は、3月・7 月・11 月の年 3回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

第５６号  発行・編集： 富田林寺内町をまもり・そだてる会／じないまち交流館  富田林市富田林町9-29（じないまち交流館） 平成２５年１１月２７日 （２） 

Ｈ
２
５
年
９
月
７
日
（
土
）
１
０
時
半
 

地
方
史
研
究
家
玉
城
幸
男
氏
、
松
田
將
子
氏

（
一
里
山
町
）
と
共
に
、
本
奥
谷
家
に
お
伺

い
し
た
。
道
路
側
の
店
と
呼
ば
れ
る
部
屋

で
、
一
富
老
人
会
最
長
老
の
奥
谷
正
子
様
に

話
し
て
頂
く
。
 

部
屋
の
上
に
神
棚
が
あ
り
、
氏
神
様
、

愛
宕
神
社
、
三
輪
明
神
、
伊
勢
内
宮
、
外
宮
、

事
代
主
命
が
祀
ら
れ
、
毎
朝
祈
ら
れ
て
い

る
。
西
側
の
部
屋
は
仏
様
、
滝
谷
不
動
尊
、

お
大
師
さ
ん
、
信
貴
毘
沙
門
天
が
祀
ら
れ
、

北
庭
の
東
に
は
伏
見
稲
荷
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
道
路
側
の
西
、
庭
の
見
え
る
仏
間
は
、

お
さ
ん
ど
さ
ん
（
西
国
三
十
三
ケ
所
観
音
霊

場
を
三
十
三
度
巡
礼
す
る
行
者
）
の
御
宿
で

あ
っ
た
。
正
子
様
の
子
供
の
頃
は
毎
年
来
ら

れ
、
お
接
待
さ
れ
、
オ
セ
タ
（
御
背
板
）
の

御
開
帳
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

昭
和
十
年
代
に
一
度
だ
け
岡
田
（
一
里

山
町
理
事
：
事
務
局
注
）
の
家
に
も
寄
っ
て

頂
き
、
ご
近
所
二
、
三
名
の
方
も
来
ら
れ
て
、

御
開
帳
し
て
頂
き
、
小
さ
な
観
音
様
を
拝
ま

せ
て
頂
い
た
記
憶
が
あ
る
。
 

富
田
林
に
奥
谷
家
が
来
ら
れ
て
七
代
以
上

続
き
、
分
家
も
多
数
栄
え
ら
れ
て
い
る
根
源

が
こ
の
よ
う
な
祈
り
に
あ
る
こ
と
に
深
い

感
銘
を
受
け
た
。
 

本
奥
谷
家
の
北
側
、
岡
田
の
右
前
に
は

火
の
見
櫓
が
あ
り
、
よ
く
鳴
っ
た
。
寺
内
町
 

わ
っ
て
い
た
。
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る

（
嶋
田
さ
ん
は
店
の
名
前
を
羅
列
さ
れ
て

い
た
が
岡
田
が
簡
単
化
し
た
）
。
 

  
と
こ
ろ
で
、
幕
末
池
田
屋
事
件
で
新
撰
組

に
殺
さ
れ
た
肥
後
藩
の
勤
皇
志
士
松
田
重

助
（
１
８
３
０
年
─
１
８
６
４
年
６
月
５

日
）
は
、
一
時
富
田
林
で
私
塾
を
設
け
、
勤

王
論
を
教
育
し
、
門
人
百
数
十
人
い
た
こ
と

が
、
司
馬
遼
太
郎
の
「
竜
馬
が
ゆ
く
」
文
春

文
庫
（
五
）
Ｐ
９
２
に
書
か
れ
て
い
る
。
玉

城
幸
男
氏
の
記
憶
に
よ
る
と
、
仲
村
家
（
西

林
町
）
の
香
典
帳
に
彼
の
名
前
（
夫
人
が
秦

姓
な
の
で
波
多
野
と
い
う
偽
名
を
使
っ
て

い
た
）
が
あ
り
、
住
所
は
一
里
山
町
に
な
っ

て
い
た
と
の
事
で
あ
る
。
仲
村
家
に
は
吉
田

松
陰
も
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
後
に
天
誅

組
の
志
士
が
近
辺
か
ら
多
く
輩
出
し
た
こ

と
と
も
関
連
し
て
い
る
。
 

 
松
田
重
助
の
弟
は
山
田
十
郎
、
維
新
後
、

山
田
信
道
と
あ
ら
た
め
、
大
阪
府
知
事
（
７

代
１
８
９
１
年
６
月
１
５
日
─
１
８
９
５

年
１
０
月
１
０
日
）
や
農
商
務
大
臣
な
ど
を

歴
任
し
た
。
池
田
屋
事
変
の
士
の
た
め
に
碑

を
建
て
、
霊
を
弔
っ
た
。
松
田
重
助
碑
は
太

子
町
仏
陀
寺
の
前
に
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
一
里
山
町
 
岡
田
 
昌
治
）
 

 
 
 
 
 
 
 
（
富
山
町
 
 
和
田
 
幸
雄
）
 

1
 

  

 

 

 

 

 
１
０
月
１
２
日
（
土
）、
私
の
本
家
（
現
在

は
市
の
管
理
下
に
あ
る
旧
田
中
邸
）
で
明
治
か

ら
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
執
り
行
わ
れ
た
婚

礼
を
再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

 
田
守
家
か
ら
花
嫁
が
花
嫁
行
列
を
作
り
花

婿
の
待
ち
受
け
る
旧
田
中
邸
に
来
て
そ
こ
で

結
婚
式
を
行
う
と
言
う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
日

は
天
候
も
良
く
、
多
く
の
人
々
が
見
物
に
来
て

い
ま
し
た
。
 
 

 
私
の
孫
娘
（
分
家
し
た
当
主
よ
り
数
え
て
７

代
目
に
当
た
り
ま
す
）
も
三
三
九
度
の
お
酒
を

つ
ぐ
役
目
で
式
に
出
席
し
て
い
ま
し
た
。
ジ
ジ

バ
カ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
孫
娘
が
和
服
を
着

た
の
を
初
め
て
見
た
も
の
で
す
か
ら
、
か
わ
い

ら
し
い
な
と
思
っ
た
も
の
で
し
た
。
 

 
本
家
の
当
主
は
女
性
で
、
現
在
京
都
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
体
調
不
良
も
あ
っ
て
富
田
林
ま

で
来
る
事
が
困
難
に
な
り
「
家
」
の
処
分
を
ど

う
し
た
も
の
か
と
、
今
は
亡
き
私
の
母
に
相
談

に
き
ま
し
た
。
過
去
に
杉
山
邸
の
例
も
あ
り
、

市
役
所
に
寄
贈
す
る
と
家
も
残
り
様
々
な
形

で
利
用
さ
れ
る
の
で
は
と
の
考
え
か
ら
実
行

に
移
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
古
民
家
再
生
と
言
う
こ
と
に
な
り
時
々
図

書
館
に
行
く
途
中
で
再
生
工
事
を
見
学
し
て

い
ま
し
た
。
再
生
方
法
は
一
旦
家
を
解
体
し
土

台
の
基
礎
工
事
を
行
っ
た
後
で
修
復
す
る
作

業
が
な
さ
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
驚
い

た
こ
と
に
非
常
に
た
く
さ
ん
の
小
さ
い
「
ジ
ヤ

ッ
キ
」
を
使
用
し
て
家
を
持
ち
上
げ
庭
に
移
動

さ
せ
、
そ
の
後
で
基
礎
工
事
を
行
う
と
と
も
に

柱
の
根
本
の
腐
食
し
た
部
分
を
修
復
し
、
ま
た

元
の
位
置
に
「
ジ
ヤ
ッ
キ
」
で
移
動
さ
せ
る
と

い
う
手
法
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

 
屋
根
や
壁
の
補
修
工
事
が
終
わ
り
、
み
ご
と

な
ま
で
に
再
生
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
 

 
こ
の
家
は
明
治
の
初
期
に
建
て
ら
れ
た
も

の
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
再
生
工
事

で
今
後
、
１
０
０
年
、
１
５
０
年
と
現
在
の
形

を
保
つ
と
思
う
と
市
に
寄
贈
し
た
事
が
非
常

に
良
い
判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
様
に
こ
れ
か
ら

も
色
々
な
形
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
「
家
」
自

体
も
喜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
 

 
 
 
 
 
 
（
南
会
所
町
 
田
中
新
之
助
）
  

 


